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妻
た
ち
の
女
性
運
動
と
「
宗
教
的
な
も
の
」

―
―
初
期
新
真
婦
人
会
を
中
心
に

大
澤
絢
子

は
じ
め
に

　

本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
初
期
新
真
婦
人
会
の
三
人
の
女
性
―
―
西
川
文
子
（
一
八
八
二
〜
一
九
六
〇
）・
木
村
駒
子
（
一
八
八
七
〜

一
九
八
〇
）・
宮
崎
光
子
（
一
八
八
五
〜
一
九
一
六
）
―
―
の
思
想
で
あ
る
。
平
塚
ら
い
て
ふ
（
一
八
八
六
〜
一
九
七
一
）
に
よ
る
青
鞜
社
発

足
の
二
年
後
に
結
成
さ
れ
た
新
真
婦
人
会
は
、
女
性
の
自
覚
と
修
養
を
掲
げ
、
精
神
面
と
実
践
的
な
見
地
か
ら
の
女
性
解
放
を
訴
え
た
。
本

稿
で
は
、
女
性
運
動
と
夫
婦
関
係
、
さ
ら
に
は
「
宗
教
的
な
も
の
」
が
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
三
人
の
女
性
論
の
実
態
と
そ
の
位
置
づ
け

を
考
察
す
る
。

１　

初
期
新
真
婦
人
会
と
「
宗
教
的
な
も
の
」

　

一
九
一
三
年
三
月
、
文
子
・
駒
子
・
光
子
は
新
真
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
、
同
年
四
月
に
共
著
『
新
ら
し
き
女
の
行
く
べ
き
道
』
を
刊
行
、

翌
月
に
機
関
紙
『
新
真
婦
人
』
を
創
刊
し
た
。
新
真
婦
人
会
で
は
、「
婦
人
の
自
覚
」
を
促
し
て
女
性
の
就
業
を
奨
励
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
無

限
の
潜
在
力
を
、
ど
こ
ま
で
も
発
揮
し
や
う
と
努
力
し
ま
す
の
が
、
新
ら
し
い
真
の
婦
人
の
生
活
で
あ
り
ま
す
」
と
の
宣
言
が
掲
げ
ら
れ
た1
。
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文
子
に
と
っ
て
、
目
指
す
べ
き
新
し
い
女
と
は
、
修
養
に
努
め
、
思
想
、
知
識
、
品
性
か
ら
し
て
も
時
代
の
先
覚
者
か
つ
良
妻
賢
母
だ
っ
た
。

女
性
の
目
覚
め
に
あ
た
り
、
駒
子
も
家
庭
や
夫
の
存
在
を
切
り
離
す
こ
と
は
せ
ず
、
妻
が
夫
に
服
従
す
る
の
は
、
そ
の
夫
が
服
従
す
る
に
値

す
る
男
性
だ
と
妻
が
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
夫
に
服
従
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
は
あ
く
ま
で
も
妻
の
側
に
あ
る
と
主
張
し
、
自
由
恋

愛
を
通
し
た
精
神
的
修
養
の
重
要
性
も
説
く2
。
光
子
は
、
女
性
の
参
政
権
獲
得
、
政
治
と
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
を
訴
え
、
男
女

が
同
じ
時
間
働
い
た
賃
金
は
同
一
に
す
べ
き
と
い
っ
た
具
体
策
も
提
唱
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
男
女
の
体
力
差
や
向
き
不
向
き
を
ふ
ま
え

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
新
真
婦
人
会
の
理
念
は
、
青
鞜
社
と
全
く
異
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
補
填
的
な
男
女
関
係
に

重
き
を
置
き
、
男
女
の
区
別
や
性
別
役
割
分
業
を
擁
護
し
、
あ
る
い
は
駒
子
の
よ
う
に
夫
へ
の
服
従
す
ら
容
認
し
て
女
性
の
精
神
的
解
放
を

説
く
点
は
、
青
鞜
社
と
明
ら
か
に
異
な
る
。

　

初
期
新
真
婦
人
会
の
最
大
の
特
徴
は
、
文
子
・
駒
子
・
光
子
が
い
ず
れ
も
「
宗
教
的
な
も
の
」
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
精
神
的
な
向

上
に
よ
る
女
性
解
放
を
目
指
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
宗
教
的
な
も
の
」
と
は
、「
宗
教
」
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、「
宗
教
」
を
源

泉
と
し
た
り
、
何
ら
か
の
宗
教
性
や
霊
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、「
霊
術
」
や
「
民
間
精
神
療
法
」、
あ
る
い
は
「
宗
教
的
共
同
体
」
を
さ

す3
。
新
真
婦
人
会
が
発
足
し
た
大
正
期
の
日
本
宗
教
は
、religion

の
訳
語
と
し
て
明
治
に
生
ま
れ
た
各
宗
教
伝
統
や
そ
れ
ら
を
包
括
す
る「
宗

教
」
と4
、「
宗
教
的
な
も
の
」、
そ
し
て
民
俗
信
仰
や
類
似
宗
教
（
新
宗
教
、
民
衆
宗
教
）
と
い
っ
た
「
非
宗
教
」
の
複
合
体
か
ら
形
成
さ
れ

て
い
た5
。
大
正
期
は
、そ
れ
ら
の
領
域
内
、領
域
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
や
交
流
、抑
圧
が
見
ら
れ
、「
宗
教
」
で
も
「
非
宗
教
」
で
も
な
い
「
宗

教
的
な
も
の
」
が
広
く
人
々
に
支
持
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る6
。
新
真
婦
人
会
は
、
こ
う
し
た
大
正
期
の

独
特
な
宗
教
事
情
を
土
壌
に
し
て
生
ま
れ
た
宗
教
的
な
女
性
運
動
だ
っ
た
の
だ
。

　

彼
女
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
運
動
が
宗
教
的
・
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
夫
た
ち
が
説
き
、
実
践
し
て

い
た
「
宗
教
的
な
も
の
」
に
依
拠
し
て
女
性
解
放
を
訴
え
て
連
帯
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
文
子
は
、
修
養
を
通
し
た
女
性
の
人
格
や
地
位
の

向
上
に
重
き
を
置
く
が
、
こ
の
姿
勢
は
、
あ
る
べ
き
自
己
形
成
や
道
徳
を
論
じ
て
修
養
を
説
い
て
い
た
夫
・
光
二
郎
と
重
な
っ
て
い
る
。
駒
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子
は
、
自
ら
神
秘
家
と
称
し
て
夫
の
秀
雄
と
と
も
に
観
自
在
宗
を
立
ち
上
げ
、
霊
視
や
催
眠
術
を
行
っ
て
お
り
、
光
子
は
夫
の
虎
之
助
を
預

言
者
と
呼
び
、
神
の
国
の
実
現
の
た
め
に
は
「
神
の
生
活
」
を
現
世
で
営
む
べ
き
だ
と
説
い
て
神
生
教
壇
で
伝
道
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

抑
圧
や
不
平
等
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
女
性
の
内
面
に
目
を
向
け
、
女
性
の
神
秘
性
を
説
く
の
は
、
ら
い
て
ふ
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
女

に
よ
れ
ば
女
性
は
、「
熱
誠
」と
い
う「
祈
祷
力
で
あ
る
。
意
志
の
力
で
あ
る
。
禅
定
力
で
あ
る
。
神
道
力
で
あ
る
。
い
い
か
れ
ば
精
神
集
注
力
」

に
依
っ
て
立
ち
、
精
神
集
註
に
よ
っ
て
の
み
神
秘
の
門
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う7
。『
新
真
婦
人
』
創
刊
号
の
「
宣
言
」
に
も
、「
無
限

の
潜
在
力
を
ど
こ
ま
で
も
発
揮
し
や
う
と
（
中
略
）
私
た
ち
は
自
か
ら
之
れ
に
向
て
努
力
す
る
」8

と
あ
り
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
ほ
ぼ

同
時
期
に
、
同
世
代
の
女
性
た
ち
が
起
こ
し
た
女
性
運
動
と
「
宗
教
的
な
も
の
」
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

青
鞜
社
は
全
体
と
し
て
精
神
的
・
宗
教
的
側
面
か
ら
女
性
解
放
を
訴
え
て
結
束
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ら
い
て
ふ
は
駒
子
や
光

子
が
説
く
よ
う
に
女
性
の
神
秘
的
な
力
や
信
仰
獲
得
が
女
性
の
解
放
に
直
結
す
る
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

２　

実
際
の
家
庭
生
活
を
重
視
し
た
女
性
論
と
「
宗
教
的
な
も
の
」

　

駒
子
は
夫
を
宗
祖
と
呼
び
、
彼
こ
そ
が
真
に
自
覚
し
た
自
分
が
見
極
め
た
、
自
分
を
「
征
服
」
し
う
る
男
だ
と
捉
え
、
光
子
は
夫
を
預
言

者
と
呼
ん
で
崇
拝
し
、
極
貧
生
活
の
な
か
で
も
「
人
間
の
人
間
た
る
生
活
は
、
即
ち
夫
婦
一
体
の
生
活
で
あ
る
」
と
訴
え
続
け
た
。
一
方
文

子
は
、
新
真
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
た
当
時
を
振
り
返
り
、
転
向
し
た
夫
や
家
事
へ
の
鬱
屈
し
た
気
持
ち
が
募
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

彼
女
た
ち
の
言
動
を
夫
に
対
す
る
服
従
や
諦
め
の
結
果
と
見
な
し
、
抑
圧
さ
れ
た
自
分
た
ち
が
生
き
る
道
を
女
性
運
動
に
見
い
だ
そ
う
と

し
た
と
結
論
づ
け
る
の
は
た
や
す
い
が
、
彼
女
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
軸
に
連
帯
し
、
夫
と
共
に
家
庭
生
活
を
営

み
な
が
ら
女
性
解
放
を
訴
え
た
こ
と
も
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
彼
女
た
ち
は
夫
の
思
想
を
取
り
込
み
、
そ
れ
を
女
性
運
動
に

結
び
つ
け
、
自
ら
が
表
に
立
っ
て
発
言
し
て
い
っ
た
。
駒
子
や
光
子
に
と
っ
て
、
円
滑
な
夫
婦
関
係
や
夫
へ
の
服
従
は
女
性
が
真
に
自
覚
し

た
結
果
で
あ
り
、
家
庭
生
活
を
共
に
す
る
夫
と
思
想
や
信
仰
を
同
じ
く
し
な
が
ら
そ
の
思
想
を
女
性
解
放
論
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
は
、
夫
や
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家
か
ら
独
立
し
て
女
性
解
放
を
主
張
す
る
こ
と
と
は
別
の
困
難
も
付
き
ま
と
う
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
は
夫
の
活
動
に
単
に
付
き
従
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
夫
た
ち
の
活
動
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
夫
の
思
想
を
自
ら
取
り
込
み
、
宣
伝
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
未
婚
女
性
が
多
か
っ
た
青
鞜
社
に
対
し
て
初
期
新
真
婦
人
会
の
三
人
は
全
員
恋
愛
結
婚
を
し
て
既
に
子
ど
も
を
持
っ
て
い
た
。

彼
女
た
ち
が
重
視
し
た
の
は
、
妻
や
母
と
し
て
実
生
活
で
抱
え
る
問
題
の
現
実
的
な
解
決
で
あ
り
、
因
習
的
な
性
別
役
割
分
業
は
否
定
し
つ

つ
、
実
際
に
家
庭
生
活
を
営
む
た
め
の
具
体
策
を
訴
え
て
い
っ
た
。
ら
い
て
ふ
も
、
後
に
恋
人
と
同
棲
し
て
出
産
育
児
を
経
験
し
た
こ
と
で

母
性
思
想
を
深
め
て
い
く
が
、
妻
で
あ
り
母
で
も
あ
っ
た
初
期
新
真
婦
人
会
の
三
人
は
、
ら
い
て
ふ
以
前
に
私
生
活
か
ら
思
想
を
形
成
し
、

現
実
に
目
を
向
け
て
精
神
と
肉
体
の
自
由
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

女
性
の
救
済
を
宗
教
的
立
場
か
ら
説
く
例
は
近
代
以
前
か
ら
あ
り
、
法
然
や
親
鸞
の
場
合
、
女
性
は
男
性
の
身
と
な
る
こ
と
で
往
生
で
き

（
変
成
男
子
）、
女
性
は
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
よ
っ
て
こ
そ
救
わ
れ
る
と
強
調
さ
れ
て
き
た9
。
そ
こ
に
は
五
障
三
従
の
女
性
と
い
う
前
提
が
あ

り
、
女
性
の
救
済
は
主
と
し
て
、
男
性
で
あ
る
法
然
や
親
鸞
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
僧
侶
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
き
た
。
近
代
に
入
り
、
出
口

な
お
や
中
山
み
き
ら
新
宗
教
の
女
性
教
祖
た
ち
が
活
躍
す
る
が
、
彼
女
た
ち
は
女
性
で
は
な
く
男
性
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
獲
得
し
な
が
ら
両

性
具
有
的
な
性
格
を
帯
び
、
そ
の
宗
教
体
験
や
神
観
念
を
表
現
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る10
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
時
、
初
期
新
真
婦
人
会
の
三
人
が
妻
や
母
、
さ
ら
に
は
駒
子
が
説
く
よ
う
に
恋
愛
や
女
性
の
神
秘
的
な
力
と
い
っ
た

女
性
性
を
保
持
し
た
ま
ま
、「
宗
教
的
な
も
の
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
女
性
解
放
を
訴
え
た
点
は
注
目
で
き
る
。
彼
女
た
ち
は
夫
と
同
じ
思
想

や
信
仰
、
そ
し
て
夫
と
の
家
庭
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
労
力
を
注
ぎ
つ
つ
、
夫
た
ち
の
説
く
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
女
性
が
抱
え
る

現
実
問
題
に
落
と
し
込
み
、
精
神
と
肉
体
両
面
で
の
女
性
の
解
放
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

文
子
・
駒
子
・
光
子
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
た
宗
教
的
な
思
想
は
い
ず
れ
も
、
既
成
教
団
の
教
義
で
は
な
く
、
儒
教
と
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
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と
神
道
、
さ
ら
に
は
催
眠
術
と
神
秘
主
義
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
折
衷
型
の
「
宗
教
的
な
も
の
」
だ
っ
た
。
思
想
や
教
義
に
違
い
が
あ
っ
て
も

連
帯
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
既
成
教
団
の
組
織
や
教
義
理
解
の
枠
を
超
え
た
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
通
じ
た
精
神
の
向
上
と
い
う
点
で
結
束

で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
女
性
の
解
放
に
あ
た
り
女
性
の
覚
醒
と
神
秘
的
力
を
説
く
点
は
、
ら
い
て
ふ
も
同
じ
だ
っ
た
。
禅
を
通
し
て
彼

女
が
体
験
し
た
精
神
的
高
揚
感
は
、
禅
そ
の
も
の
か
ら
す
れ
ば
「
魔
境
と
さ
れ
、
警
戒
の
対
象
と
な
る
」
が
、
近
代
精
神
史
と
い
う
視
点
か

ら
す
れ
ば
そ
れ
は
、
女
性
の
自
我
確
立
と
身
体
へ
の
権
利
を
主
張
す
る
契
機
と
な
っ
た11
。
初
期
新
真
婦
人
会
の
女
性
た
ち
の
思
想
や
活
動
も
、

既
成
宗
教
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
近
代
的
な
精
神
性
の
発
露
と
見
れ
ば
、
十
分
に
近
代
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
結
果
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

彼
女
た
ち
の
運
動
を
従
属
の
な
か
の
抵
抗
と
見
る
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
従
属
と
見
る
か
は
別
と
し
て
も
、
彼
女
た
ち
は
青
鞜
社
の
主
張

に
収
ま
ら
な
い
女
性
の
生
き
方
を
拾
い
上
げ
、
夫
婦
や
男
女
と
い
う
現
実
の
対
関
係
の
な
か
で
の
女
性
解
放
の
道
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
明
治
に
な
り
僧
侶
の
妻
帯
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
誕
生
し
た
僧
侶
の
妻
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
る
。
僧
侶
の
妻
が
、

家
庭
と
信
仰
生
活
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
近
代
社
会
を
生
き
る
女
性
と
し
て
、
緊
張
関
係
を
抱
え
な
が
ら
い
か
に
生
き
て
き
た
か
を
考
え
る
際
、

初
期
新
真
婦
人
会
の
思
想
と
実
践
は
一
つ
の
糸
口
と
な
る
だ
ろ
う
。

※
編
集
委
員
会
注　

本
稿
は
要
旨
で
あ
る
。
全
文
は
大
谷
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（https://otani.repo.nii.ac.jp

）
に
掲
載
。

1　

西
川
文
子
・
木
村
駒
子
・
宮
崎
光
子
『
新
ら
し
き
女
の
行
く
べ
き
道
』
洛
陽
堂
、
一
九
一
三
年
（『
叢
書　
『
青
鞜
』
の
女
た
ち 

第
１
５
巻 

新
ら
し
き
女

の
行
く
べ
き
道
』、
不
二
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
一
七
九
頁
。 

2　

同
前
、
一
一
一
頁
お
よ
び
一
一
四
〜
一
一
五
頁
。

3　

大
谷
栄
一
「
総
論
―
―
大
正
宗
教
史
の
射
程
」
島
薗
進
ほ
か
編
『
近
代
日
本
宗
教
史
第
３
巻　

教
養
と
生
命
―
―
大
正
期
』
春
秋
社
、二
〇
二
〇
年
、六
頁
。

4　

鈴
木
範
久
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
―
宗
教
学
事
始
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
一
三
～
一
七
頁
。
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ

の
系
譜
―
―
宗
教
・
国
家
・
神
道
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
三
一
～
三
八
頁
。

5　

大
谷
、
前
掲
、
七
～
八
頁
。
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6　

大
谷
、
前
掲
、
一
七
～
二
二
頁
。

7　

岩
田
な
な
つ
編
・
解
題
『
青
鞜
文
学
集
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
二
二
頁
。

8　
『
新
真
婦
人
』
第
一
号
、
一
九
一
三
年
、
一
頁
。

9　

笠
原
一
男
『
女
人
往
生
思
想
の
系
譜
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
一
三
六
〜
一
七
三
頁
。

10　

宮
本
要
太
郎
「
男
性
教
祖
と
女
性
教
祖
」『
宗
教
研
究
』
六
四
巻
三
号
、
一
九
九
〇
年
。

11　

吉
永
進
一
「
ら
い
て
う
の
「
天
才
」
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
協
会
編
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
を
読
み
解
く
』
春
風
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
三
頁
。

　

本
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Ｊ
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研
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基
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研
究
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課
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番
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00088
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に
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果
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部
で
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